
日米現代劇作家・戯曲交流プロジェク
ト
期日： 年 月 日－ 日および 月 日－
日、 年 月 日－ 日

会場：プレイライツ・センター、ガスリー・シアター（ミ
ネアポリス）
主催：日米カルチュラル・トレイド・ネットワーク、ザ・
プレイライツ・センター、ガスリー・シアター
助成：アンドリュー・ メロン財団、国際交流基
金
日本の現代戯曲を海外での上演に結び付
けるための、 年間にわたる現代戯曲翻訳と
劇作家交流のプロジェクトの最終年度。日米
カルチュラル・トレイド・ネットワークのコーディ
ネートのもと、全米の劇作家サポート専門機
関であるミネアポリスのプレイライツ・センター、
ガスリー・シアターと提携し、毎年 、 名の劇
作家を日本から派遣。本年度は、夏に深津篤
史（桃園会）、秋に倉持裕（ペンギンプルペイ
ルパイルズ）を派遣した。 年 月 日に
は倉持の作品を、好評につきガスリー・シアタ
ーで再上演した（『 』第 、 、
号参照）。

共催事業（セゾンシアタープログラム）

京都芸術センター舞台芸術賞 受賞者公演
祭典 「ハカラズモ」京都、 年 月

京都芸術センター舞台芸術賞
受賞者公演 祭典 「ハ
カラズモ」
期日： 年 月 日－ 日
会場：森下スタジオ
主催：京都芸術センター、
作・演出：筒井潤
出演：穴見圭司、佐野洋子、筒井潤、村山祐希、
小坂浩之（桃園会）ほか
京都芸術センター主催の演劇計画

で「京都芸術センター舞台芸術賞」を獲得し
た大阪を拠点に活動する劇団、 の受
賞記念公演として新作「ハカラズモ」を京都と
東京で上演した。共催事業として森下スタジ
オを提供（『 』第 号参照）。



英語セミナー「リアル・アーティストカン
バセーションズ・ワークショップ」
期日： 年 月 日－ 月 日
会場：セゾン文化財団事務局会議室
海外との交流において、アーティストは自ら

の言葉で話さねばならないが、そのための訓
練を受ける機会はほとんどない。このような現
状を受け、今年度より試験的に、海外進出の
希望、予定のあるアーティストを対象に英語ワ
ークショップを実施。演劇・舞踊両分野から計
名が参加した。モデレーターには、自身も
ニューヨークを拠点に活動するアーティストで
あるイェレナ・グラッズマンを招いた。会話レッ
スンのほか、自作を解説する練習などを行な
い、参加者の目的、創作、意見交換に必要な
単語集も作成し、まとめとしてゲストを迎えた
プレゼンテーションを行なった。

現代演劇・舞踊分野のアーティスト・
イン・レジデンス調査事業
（ ・ジャパンフェスト日本委員会との共同事業）

期日： 年 月 日－ 年 月 日
調査先：森下スタジオ、急な坂スタジオ、 、日
仏舞踊交流事業「 」
創作プロセス支援の一環として、現代演劇・

舞踊分野におけるアーティスト・イン・レジデン
ス（ ）の可能性を探るため、 年度助成
対象事業および急な坂スタジオの協力を得
て、アーティストインタビュー、運営団体へのア
ンケートなどを実施した。

ニュースレター『 』の刊行
セゾン文化財団のニュースレター『
』では、舞台芸術界におけるインフラス

トラクチャーの整備や芸術団体の運営、国際
的な共同制作・公演事業、サバティカル（海外
での休暇・充電）などの活動の成果を中心に、
当財団の助成・共催事業に関連する論考、レ
ポートを幅広く掲載している。発行部数は毎
号 部。芸術団体、自治体、助成財団、
マスコミ、大学、シンクタンク、研究者などに無
料配布している。

第 号（ 年 月発行）

■［共催事業：日米現代劇作家・戯曲交流プ
ロジェクト報告 ］
ミネアポリスのリーディング体験
永井愛（劇作家・演出家、二兎社主宰）

■「ポストドラマ演劇の実践ワークショップ」の
次第
阿部初美（演出家、 創坊代表）

■ 山田うんワークショップ・レポート
山田うん（振付家・ダンサー、 山田うん
主宰）

第 号（ 年 月発行）

■ ダンス公演『恋する虜 ジュネ／身体／イマ
ージュ』綿ほこり立つ作業場として～京都
造形芸術大学の試み
山田せつ子（舞踏家・振付家、枇杷系ディ
レクター）

■ と舞踏とニューヨーク
森家成和（インディペンデント・キュレーター、
ビデオ作家、 主宰）

■ 類い稀なる表現者たち～クンステン・フェス
ティバル・デザールにおける岡田利規と山
下残作品～
クリストフ・スラフマイルダー（クンステン・フ
ェスティバル・デザール芸術監督）

英語セミナー「リアル・アーティストカンバセーションズ・ワー
クショップ」セゾン文化財団事務局、 年 月

急な坂スタジオアーティスト・イン・レジデンスプロジェクト「ラ・
マレア横浜」 年 月　撮影：

急な坂スタジオアーティスト・イン・レジデンスプロジェクト「ラ・
マレア横浜」 年 月　撮影：

自主製作事業

第 号（ 年 月発行）
■［地域の創造環境特集］

地域交流プロジェクトを経て考えたこ
と̶ 札幌と福岡の演劇交流事業「

」
小室明子（［北海道］ 法人コンカリー
ニョ企画制作担当）
渡辺源四郎商店のこれまでとこれから

̶青森で演劇をするということについて
畑澤聖悟（［青森］劇作家・演出家、劇団「渡
辺源四郎商店」店主）
高知演劇ネットワーク・演会による舞台芸

術の創造環境整備に向けた取り組み ̶
俳優養成とともに
西村和洋（高知演劇ネットワーク・演会代表）
地域における演劇活動の課題と九州演

劇人サミット
高崎大志（ 法人福岡パフォーミングア
ーツプロジェクト［ ］事務局長・九州地
域演劇協議会理事）

■

共催事業報告： 年 月 日－ 日
　 スタジオ
京都芸術センター舞台芸術賞 受賞
者公演 祭典 『ハカラズモ』

第 号（ 年 月発行）
■［共催事業：日米現代劇作家・戯曲交流プ
ロジェクト総括］
戯曲翻訳の新機軸 ̶ プレイライツ・センタ
ーでの日米共同翻訳推敲“ラボ ”
吉田恭子（日米カルチュラル・トレード・ネッ
トワーク［ ］ディレクター）

■［共催事業：日米現代劇作家･戯曲交流プ
ロジェクト参加報告

倉持 裕（劇作家・演出家、ペンギンプルペ
イルパイルズ主宰）

■『中間報告』
三浦基（演出家、地点代表）
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